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古
典
文
学
と
松

浜　
口　
俊　
裕

ち
並
ぶ
姿
に
家
族
と
の
別
れ
際
の
光
景
を
連
想
し
て
、
郷
里
へ
思
い
を

募
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
松
は
古
代
の
人
々
の
生
活
や
人
生

に
も
関
わ
り
が
深
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
古
典
文
学
に
お
い
て

松
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
捉
え
て
受
容
し
た
か
概
観
し
て
み
る
こ
と
に

す
る
。

　

な
お
、
引
用
文
に
つ
い
て
、
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
、
広
く
通
行
す

る
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（

小
学

館

）、『
新
編
国
歌
大
観
』（

角
川

書
店

）、

『
新
釈
漢
文
大
系
』（

明
治

書
院

）、
書
目
に
＊
付
記
の
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』

（
岩
波

書
店

）
に
拠
っ
た
書
目
は
、
本
稿
巻
末
で
の
注
記
を
割
愛
し
た
ほ
か
、

私
に
句
読
点
な
ど
の
表
記
を
改
め
た
所
も
あ
る
。

一　
千
代
松
の
木
、
千
代
木

　
『
万
葉
集
』
に
は
松
を
詠
む
歌
が
七
九
首
（「
松
風
」
三
首
含
む
）
あ

り
、
松
の
長
寿
を
「
千ち

と
せ年

」
と
表
す
歌
が
一
首
（
四
二
六
六
番
）、「
千

は
じ
め
に

　
「
松
」
は
マ
ツ
科
マ
ツ
属
の
針
葉
樹
で
、
赤
松
や
黒
松
な
ど
を
総
称

し
た
樹
木
を
い
う
。
古
代
か
ら
千
年
の
長
命
を
保
つ
と
言
わ
れ
、
赤
松

や
黒
松
が
二
針
、
五
葉
松
が
五
針
の
葉
を
束
生
す
る
。
山
野
の
み
な
ら

ず
、
木
々
が
生
育
し
に
く
い
険
し
い
崖
や
岩
場
、
砂
地
の
よ
う
な
痩
せ

た
土
地
、
寄
せ
来
る
波
や
潮
風
を
伴
う
海
辺
な
ど
に
も
成
育
す
る
生
命

力
の
強
い
樹
木
で
あ
る
。
植
生
的
に
は
、
山
地
に
赤
松
、
海
辺
に
黒
松

が
多
い
。
四
季
を
通
じ
て
緑
葉
の
色
が
変
わ
ら
ず
、
厳
冬
の
霜
雪
に
も

端
正
な
姿
を
見
せ
る
性
状
か
ら
、
防
風
林
、
防
砂
林
、
社
寺
林
、
街
路

樹
、
庭
園
樹
、
盆
栽
な
ど
に
見
ら
れ
、
現
代
人
に
馴
染
み
深
い
樹
木
だ

が
、
古
代
の
人
々
に
も
身
近
な
立
木
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
防
人
に

出
征
し
た
時
の
『
万
葉
集
』

巻
二
十
、
四
三
七

五
、
物
部
真
嶋

「
松
の
木け

の
並
み
た
る
見
れ
ば

家
人
の
我
を
見
送
る
と
立
た
り
し
も
こ
ろ
」
は
、
行
路
の
松
並
木
が
立
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代
」
と
表
す
歌
が
二
首
（
二
二
八
・
九
九
〇
番
）
あ
る
。「
千
代
」
は

千
年
に
相
当
す
る
時
間
を
表
し
、
次
に
挙
げ
る
歌
は
、
松
を
「
千
代
松

の
木
」
と
称
し
た
稀
少
な
一
首
で
あ
る
。

　
　

�

茂
岡
に
神
さ
び
立
ち
て
栄
え
た
る
千
代
松
の
木
の
歳
の
知
ら
な
く

�

（
巻
六
、
雑
歌
、
九
九

〇
、
紀
朝
臣
鹿
人

）

　
「
茂
岡
」
の
地
で
緑
豊
か
に
「
茂
」
り
「
栄
え
た
る
」
松
の
変
ら
ぬ

繁
栄
を
歌
い
、
齢
を
重
ね
た
風
姿
を
「
神
さ
び
」
と
神
格
化
し
、
長
寿

の
「
松
」
に
「
待
つ
」
意
を
掛
け
て
千
年
の
長
命
を
待
ち
受
け
る
「
千

代
松
の
木
」
が
、
幾
年
経
た
か
も
知
り
が
た
い
こ
と
を
「
歳
の
知
ら
な

く
」
句
で
括
り
、
片
岡
に
立
つ
松
樹
の
神
聖
と
繁
栄
と
長
命
を
寿
い
だ

讃
歌
で
あ
り
、『
夫
木
和
歌
抄
』

巻
二
十
一
、
雑
部
三
、
岡
、
九

二
一
九
、
題
不
知
、
紀
鹿
人

に
も
入
集
す
る
。

　

室
町
時
代
前
期
に
は
松
を
「
千
代
木
」
と
も
言
っ
た
。
陸
奥
国
に
赴

任
し
た
藤
原
実
方
が
樵
夫
姿
の
老
翁
（
正
体
は
塩
竃
大
明
神
）
に
「
阿

古
屋
松
」
の
在
処
を
問
う
と
、
老
翁
は
そ
の
松
を
「
千
代
木
」
と
称
し

て
松
の
め
で
た
さ
を
語
る
謡
曲
が
世
阿
弥

一
三
六
三
～

一
四
四
三
頃

の
「
阿
古
屋
松
」
に
、

　
　

千
代
木
の
枝
の
万
経
て
柳
に
か
へ
る
緑
も
あ
り
（『
謡＊

曲
集
上
』

阿
古

屋
松

）

と
あ
る
。
こ
の
「
千
代
木
」
を
同
時
代
の
永
享
十
年

一
四

三
八

以
前
に
成
立

の
『
秘
蔵
抄
（『
古
今
打
聞
』
と
も
）』

下
、
木
部
、

一
六
六

に
は
、
次
の
証
歌
を
引

い
て
松
の
異
名
と
言
っ
て
い
る
。

　
　

�

君
が
へ
ん
や
ほ
よ
ろ
づ
代
の
た
め
し
か
な
千
世
木
の
枝
に
つ
る
す

く
ふ
な
り　
　

貫
之

　
　
　
　

�

千
代
木
と
は
松
を
云
ふ
な
り
、
松
は
千
年
ふ
る
と
い
ふ
に
付

け
て
千
代
木
と
云
ふ
な
り（

１
）

二　
松
は
貞
節
の
象
徴

　

松
が
厳
寒
に
緑
の
色
を
変
え
な
い
さ
ま
を
『
論
語
』

巻
五
、
子
罕
第

九
、
二
三
三

に

「
子
曰
、
歳
寒
、
然
後
知
松
栢
之
後
彫
也
。〈
子
曰
く
、
歳
寒
く
し
て
、

然
る
後
に
松
柏
の
彫し

ぼ

む
に
後
る
る
を
知
る
。〉」
と
語
っ
て
以
来
、
こ
れ

を
『
荘
子
』

雑
篇
譲
王
、

第
二
十
八

『
荀
子
』

巻
十
九
、
大

略
篇
二
十
七

『
淮
南
子
』

巻
二
、

俶
真
訓

『
礼
記
』

礼
器

第
十

『
文
選
』

巻
二
十
三
、

贈
答
一

『
後
漢
紀
』

孝
桓
皇
帝
紀

巻
二
十
一

『
宋
書
』

卷
八
十
一
、
列
伝
第

四
十
一
、
顧
覬
之

な
ど
に
、
松

の
貞
節
を
表
象
す
る
言
説
と
し
て
受
容
さ
れ
た
。

　

わ
が
国
で
右
の
『
論
語
』
の
言
説
を
最
初
に
受
容
し
た
の
は
、
天
平

勝
宝
三
年

七
五

一

成
立
の
『
懐＊

風
藻
』
八
九
、
藤
原
宇
合
が
倭
判
官
に

贈
っ
た
詩
序
「
在
常
陸
贈
倭
判
官
留
在
京
」
に
言
う
、

　
　

歳
寒
後
験
松
竹
之
貞
〈
歳
寒
く
し
て
後
に
松
竹
の
貞
を
験
る
〉

の
句
で
あ
ろ
う
。
才
知
と
徳
行
に
優
れ
た
有
能
な
倭
判
官
が
知
遇
を
得

ず
に
い
た
の
を
、
厳
寒
の
艱
難
に
耐
え
る
松
竹
に
擬
え
て
「
松
竹
之

貞
」
と
表
し
た
の
で
あ
る
。

　

松
の
貞
節
の
固
さ
は
、
和
歌
に
も
次
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
。

　
　

�

雪
降
り
て
年
の
暮
れ
ぬ
る
時
に
こ
そ
つ
ひ
に
も
み
ぢ
ぬ
松
も
見
え

け
れ�

（『
古
今
集
』

巻
六
、
冬
歌
、
三
四

〇
、
読
人
し
ら
ず

）

　
　

�
雪
降
り
て
年
の
暮
れ
往
く
時
に
こ
そ
遂
に
緑
の
松
も
見
え
け
れ 

�

（『
新
撰
万
葉
集
』

冬
歌
、

一
八
七

）

　
　

�

世
の
中
に
久
し
き
も
の
は
雪
の
う
ち
に
も
と
色
か
へ
ぬ
松
に
ざ
り

け
る（

２
）�

（『
貫
之
集
』

二
七

九

）

　

前
者
二
首
は
寛
平
五
年

八
九

三

九
月
以
前
、
宇
多
天
皇
母
后
班
子
女
王
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邸
で
の
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
の
披
講
歌
。
後
者
「
世
の
中
に
」
は
、
延

長
七
年

九
二

九

十
月
十
四
日
の
陽
成
院
第
一
皇
子
元
良
親
王
四
十
算
賀

に
、
親
王
妃
の
醍
醐
天
皇
第
八
女
修
子
内
親
王
が
紀
貫
之
に
詠
ま
せ
た

屏
風
歌
。
い
ず
れ
も
『
論
語
』
に
拠
り
、
歳
晩
に
緑
色
を
保
つ
松
の
志

を
曲
げ
な
い
節
操
の
固
さ
を
雪
と
取
り
合
わ
せ
た
趣
向
で
あ
る
。

　

因
み
に
松
の
貞
節
と
雪
の
配
合
は
、
わ
が
国
の
漢
詩
に
も
少
な
く
な

い
。
例
え
ば
、『
類
聚
句
題
抄
』

二
四

三

に
は
、「
歳
寒
知
松
貞
」
を
句
題

に
し
た
源
順

九
一
一
～

九
八
三
年

の
七
言
詩
が
あ
る
。

　
　

�

難
凋
袙
⃞（

伴
）迎

冬
茂
、
易
落
楓
慙
送
歳
森
。
十
八
公
榮
霜
後
顯
、
一

千
年
色
雪
中
深（

３
）。〈

凋
み
難
き
柏
は
伴
ひ
て
冬
を
迎
へ
て
茂
り
、

落
ち
易
き
楓
は
慙
ぢ
て
歳
を
送
る
森
。
十
八
公
の
榮
は
霜
の
後
に

顯
は
れ
、
一
千
年
の
色
は
雪
の
中
に
深
し
。〉

　

句
題
の
「
歳
寒
」
と
「
松
貞
」
は
、『
論
語
』
以
来
の
類
型
的
な
取

り
合
わ
せ
に
拠
る
が
、『
論
語
』
で
の
包
括
的
な
「
歳
寒
」
を
「
霜
」

「
雪
」
で
具
象
化
し
、
各
々
「
十
八
公
榮
」
と
「
一
千
年
色
」、「
霜
後
」

と
「
雪
中
」、「
顯
」
と
「
深
」
を
対
比
し
た
「
十
八
公
榮
霜
後
顯
」

「
一
千
年
色
雪
中
深
」
の
二
句
を
対
句
で
構
成
し
、
千
年
も
雪
中
で
緑

色
が
変
ら
な
い
節
操
の
固
さ
を
「
松
貞
」
と
讃
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の

対
句
の
佳
句
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』

巻
下
、
松

四
二
五

や
謡
曲
「
阿
古
屋
松
」
に
も

摂
取
さ
れ
る
。

三　
孤
松
の
貞
節

　

松
の
貞
節
を
孤
松
に
見
出
し
た
中
臣
朝
臣
大
島
の
律
詩
が
『
懐＊

風

藻
』

一
二
、

詠
孤
松

に
あ
る
。

　
　

隴
上
孤
松
翠
、
凌
雲
心
本
明
。　

�

隴ろ
う
じ
や
う上

孤
松
翠み

ど
りに

し
て
、
凌
雲

の
心
本
よ
り
明
ら
け
し
。

　
　

餘
根
堅
厚
地
、
貞
質
指
高
天
。　

�

餘
根
厚
地
に
堅
く
、
貞
質
高
天

を
指ゆ

び
さす

。

　
　

弱
枝
異
蓂
草
、
茂
葉
同
桂
榮
。　

�

弱
き
枝
は
蓂
草
に
異
に
し
て
、

茂
き
葉
は
桂
榮
に
同
じ
。

　
　

孫
楚
高
貞
節
、
隠
居
悦
笠
輕
。　

�

孫
楚
貞
節
を
高
く
し
、
隠
居
笠

の
輕
き
こ
と
を
悦
ぶ
。

　
『
論
語
』
を
間
接
的
に
受
容
し
た
詩
序
で
、
首
聯
で
丘
の
上
の
一
本

松
が
常
緑
を
保
ち
、
雲
を
も
押
し
退
け
ん
ば
か
り
で
あ
る
気
概
を
語

り
、
頷
聯
で
支
根
を
深
く
大
地
に
廻
ら
し
、
お
の
れ
独
り
高
い
空
を
目

指
す
高
潔
な
様
相
に
節
操
の
固
い
「
貞
質
」
を
詠
う
。
続
く
頸
聯
と
尾

聯
で
も
、
常
緑
の
桂
樹
や
晋
の
孫
楚
の
貞
節
の
高
さ（

４
）を

引
き
合
い
に
出

し
て
、「
孤
松
」
の
「
貞
節
」
の
高
さ
を
再
提
示
し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
詩
題
及
び
第
一
句
に
言
う
「
孤
松
」
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
、
た
だ
一
本
だ
け
し
か
生
長
し
て
い
な
い
松
で
あ
る
。
近
く
に
仲

間
の
種
族
が
な
く
、
生
涯
の
あ
ら
ゆ
る
苦
難
を
一
身
に
負
う
こ
と
に
な

る
の
が
「
孤
松
」
で
、
順
境
の
う
ち
に
生
長
す
る
松
と
は
対
照
的
な
境

遇
に
あ
る
。
そ
れ
で
も
不
変
の
緑
色
を
呈
し
て
果
敢
に
大
空
に
向
っ
て
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聳
え
る
「
孤
松
」
の
、
の
び
や
か
に
し
て
力
強
い
姿
に
、
節
操
の
正
し

い
「
貞
質
」
を
看
取
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
孤
松
の
環
境
が
順
境
と
言
い
難
い
こ
と
は
、『
文＊

華
秀
麗
集
』

巻
下
、
雑
詠
、
一
二
一
、
仲
雄
王

「
奉
和
代
神
泉
古
松
傷
衰
歌
」

の
「
孤
松
盤
屈
薜
蘿
枝
、
貞
節
苦
寒
霜
雪
知
。〈
孤

松
盤
屈
す
薜
蘿
の
枝
、
貞
節
を
苦
寒
の
霜
雪
に
知
る
。〉」
か
ら
も
窺
知

さ
れ
る
。
長
年
風
雪
に
さ
ら
さ
れ
て
幹
や
枝
が
屈
曲
し
、
柾ま

さ
き
か
ず
ら鬘

や

蔦つ
た
か
ず
ら鬘

な
ど
の
薜へ

い
ら蘿

も
絡
み
つ
く
さ
ま
は
、
孤
松
に
と
っ
て
順
境
で
は

な
い
。
こ
う
し
た
過
酷
な
環
境
に
あ
り
な
が
ら
、
霜
雪
に
も
緑
色
を
変

え
な
い
孤
松
の
「
貞
節
」
さ
に
、
作
者
は
共
感
の
ま
な
ざ
し
を
向 

け
た
の
で
あ
る
。
ま
た
和
文
で
は
た
と
え
ば
、『
源
平
盛
衰
記
』

下
巻
、
倶
巻
第
二
十
八
、
経

正
竹
生
島
詣
并
仙
童
琵
琶
事

に
「
奇あ

や
しき

石
峙そ

ば
だ
ちて

孤こ

松し
よ
う

一
株ち

う

あ
り（

５
）」

と
言
う
の
も
、

順
境
の
地
勢
と
対
照
的
な
険
峻
な
岩
場
の
孤
松
に
光
を
当
て
た
叙
述
と

言
え
よ
う
。

四　
松
の
異
称
「
貞
木
」

　

厳
冬
に
も
葉
の
緑
色
を
変
え
ず
鮮
や
か
に
茂
る
松
は
、
そ
の
性
状
か

ら
貞
節
を
固
く
守
る
樹
木
に
喩
え
て
「
貞
木
」
と
異
称
さ
れ
た
。
南
朝

宋
の
正
史
『
宋
書
』

卷
八
十
一
、
列
伝
第

四
十
一
、
顧
覬
之
伝

に
、「
貞
木
」
の
言
説
が
見
ら
れ
る
。

　
　

�

爾
乃
松
柳
異
質
、
薺
荼
殊
性
。
故
疾
風
知
勁
草
、
嚴
霜
識
貞
木
、

何
異
忠
孝
之
質（

６
）。〈

爾
に
乃
ち
松
柳
は
質
を
異
に
し
、
薺せ

い

荼と

は
性

を
殊
に
す
。
故
に
疾
風
に
勁
草
を
知
り
、
嚴
霜
に
貞
木
を
識
る

は
、
何
ぞ
忠
孝
の
質
に
異
な
ら
ん
。〉

と
あ
る
「
嚴
霜
識
貞
木
」
が
そ
れ
で
あ
る
。「
故
疾
風
知
勁
草
」
は
、

范
曄
撰
『
後
漢
書
』

巻
二
十
、
銚
期
王
覇
祭

遵
列
伝
第
十
、
王
霸
伝

の
、

　
　

�

光
武
謂
霸
曰
、
潁
川
從
我
者
皆
逝
、
而
子
獨
留
。
努
力
、
疾
風
知

勁
草（

７
）。〈

光
武
霸
に
謂
ひ
て
曰
く
、
潁え

い

川せ
ん

の
我
に
從
ひ
し
者
皆
逝さ

り
ぬ
、
而
し
て
子
獨
り
留
ま
れ
り
。
努
力
せ
よ
、
疾
風
勁
草
を
知

れ
り
。〉

に
拠
り
、
後
漢
の
光
武
帝
が
最
後
ま
で
忠
義
を
尽
し
た
功
臣
の
王
霸

に
、
激
し
い
風
に
も
屈
し
な
い
草
が
見
分
け
ら
れ
る
の
を
喩
え
に
し
て

従
臣
の
節
操
を
語
っ
た
も
の
。『
宋
書
』
の
「
嚴
霜
識
貞
木
」
も
前
掲

の
『
論
語
』
に
依
り
、
厳
冬
に
緑
葉
不
変
な
松
の
節
操
の
固
さ
を
「
貞

木
」
と
認
識
し
て
の
言
説
で
あ
る
。

　

わ
が
国
で
も
古
墳
時
代
に
松
を
「
貞
木
」
と
称
し
た
こ
と
が
、『
聖

徳
太
子
伝
暦
』

巻上

に
引
く
敏
達
天
皇
三
年

五
七

四

三
月
三
日
条
に
記
さ
れ
て

い
る
。

　
　

�

桃
花
之
旦
、
皇
子
與
妃
率
將
太
子
遊
於
後
園
。
太
子
在
抱
近
於
皇

子
。
皇
子
問
曰
。
吾
兒
何
謂
。
桃
花
爲
樂
。
松
葉
爲
賞
。
太
子
答

云
。
松
葉
爲
賞
。
皇
子
問
之
。
何
以
。
太
子
答
之
。
桃
花
一
旦
榮
物
、

　
　

�

松
葉
百
年
之
貞
木
也
。
故
可
賞
之（

８
）。〈

桃
花
の
旦

あ
し
た

、
皇
子
と
妃
と

將
太
子
を
率
ゐ
て
後
園
に
遊
び
た
ま
ふ
。
太
子
抱
か
れ
在
り
て
皇

子
に
近
し
。
皇
子
問
ひ
て
曰
く
。
吾あ

が
兒こ

何い
か
が

謂お
も

ふ
。
桃
花
を
樂ね

が

は
む
と
や
爲す

る
。
松
葉
を
や
賞

も
て
あ
そば

む
と
爲す

る
。
太
子
答
へ
し
て
云

ひ
た
ま
ふ
。
松
葉
を
賞
ば
む
と
爲お

も

ふ
。
皇
子
之
を
問
ひ
た
ま
ふ
。

何
の
以ゆ

へ

ぞ
。
太
子
之
に
答
へ
し
た
ま
ふ
。
桃
花
は
一
旦
の
榮さ

か
へ

物も
の
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に
し
て
、
松
葉
は
百
年
の
貞
木
な
り
。
故
に
之
を
賞
す
べ
し
と
。〉 

�

（
傍
線
稿
者
）

　

右
と
ほ
ぼ
同
文
が
『
扶
桑
略
記
』
敏
達
天
皇
三
年
三
月
三
日
条
に
も

見
ら
れ
る
。

　
　

�

豐
日
皇
子
、
與
妃
率
將
耳
聰
王
子
、
遊
於
後
園
。
問
曰
。
吾
兒
何

謂
。
桃
花
爲
樂
。
松
葉
爲
賞
。
王
子
答
云
。
松
葉
爲
賞
。
桃
花
一

旦
之
榮
物
、
松
葉
百
年
之
貞
木
也（

９
）。〈

豐
日
皇
子
、
妃
と
將
耳
聰

王
子
を
率
ゐ
て
、
後
園
に
遊
び
た
ま
ふ
。
問
ひ
て
曰
く
。
吾
が
兒

何
謂
ふ
。
桃
花
を
樂
は
む
と
や
為
る
。
松
葉
を
賞
ば
む
と
為
る
。

王
子
答
へ
し
て
云
ひ
た
ま
ふ
。
松
葉
を
賞
ば
む
と
爲
ふ
。
桃
花
は

一
旦
の
榮
物
に
し
て
、
松
葉
は
百
年
の
貞
木
な
り
と
。〉（
傍
線
稿

者
）

　

両
書
と
も
、
三
歳
の
聖
徳
太
子
が
松
を
好
む
理
由
を
父
橘
豊
日
皇
子

（
後
の
用
明
天
皇
）
に
問
わ
れ
て
、
桃
花
の
よ
う
に
一
時
の
栄
え
に
終

わ
ら
ず
、
緑
葉
を
百
年
保
つ
貞
節
の
固
さ
を
認
識
し
て
い
て
「
松
葉
は

百
年
の
貞
木
な
り
」
と
即
答
し
た
太
子
の
聡
敏
さ
を
讃
え
て
い
る
。
こ

の
言
説
は
聖
徳
太
子
信
仰
に
伴
っ
て
喧
伝
さ
れ
た
よ
う
で
、
鎌
倉
時
代

初
期
の
建
長
四
年

一
二

五
二

成
立
の
『
十
訓
抄
』

下
、
第
十
「
才
芸
を
庶
幾
す
べ
き

事
」
十
ノ
序
、
才
芸
の
必
要
性

に
、

　
　

�

た
と
へ
ば
、
花
の
あ
た
り
の
常
磐
木
は
、
う
ち
見
る
に
、
た
と
へ

な
く
さ
め
た
れ
ど
も
、
春
の
日
数
暮
れ
、
峰
の
嵐
過
ぎ
ぬ
る
の
ち

に
、
緑
ば
か
り
残
り
て
、
仮
の
匂
ひ
、
と
ど
ま
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。

　
　

�

さ
れ
ば
、
桃
李
は
一
旦
の
栄
花
な
り
、
松
樹
は
千
年
の
貞
木
な
り

と
い
へ
り
。（
傍
線
稿
者
）

と
摂
取
さ
れ
、
室
町
時
代
永
正
九
年

一
五

一
二

の
『
体
源
抄
三
』

十
ノ
下
、
日
像
上
人

五
段
式
之
内
御
作
事

に
も
ほ
ぼ
同
文
を
引
く
。

　
　

�

た
と
へ
は
花
の
あ
た
り
の
常
葉
木
は
う
ち
み
る
に
す
さ
ま
し
く
さ

め
た
れ
と
も
、
春
す
き
秋
を
〻
く
り
て
後
、
み
ね
の
あ
ら
し
に
よ

も
の
木
す
ゑ
ち
り
ぬ
る
後
は
、
み
と
り
の
い
ろ
ふ
か
き
松
柏
の
み

み
ね
に
の
こ
り
て
櫻
桃
の
に
ほ
ひ
と
ゝ
ま
ら
さ
る
か
こ
と
し
。
さ

れ
は
桃
李
は
一
た
む
の
ゑ
い
く
わ
な
り
。
松
樹
は
千
年
の
貞
木
な

り
と
い
へ
る
こ
と
も
侍
に
や（

（1
（

。（
傍
線
稿
者
）

　

ほ
か
に
『
十
訓
抄
』
や
建
長
六
年

一
二

五
四

の
『
古
今
著
聞
集
』
に
、
次

の
記
事
も
あ
る
。

　
　

�

そ
も
そ
も
、
松
を
貞
木
と
い
ふ
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
人
の
た
め

に
、
か
の
木
の
貞
心
あ
る
に
あ
ら
ず
。
雪
霜
の
は
げ
し
き
に
も
、

色
あ
ら
た
ま
ら
ず
、
い
つ
と
な
く
緑
な
れ
ば
、
こ
れ
を
貞
心
に
比

ぶ
る
な
り
。�

（『
十
訓
抄
』

中
、
第
六
「
忠
直
を
存
ず
べ
き

事
」
六
ノ
十
七
、
松
の
貞
節

）

　
　

�

松
樹
を
貞
木
と
い
ふ
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
人
の
た
め
に
、
彼か

の

木
の

貞
心
あ
る
に
は
あ
ら
ず
。
霜
雪
の
は
げ
し
き
に
も
色
を
あ
ら
た
め

ず
、
い
つ
も
み
ど
り
な
れ
ば
、
こ
れ
を
貞
心
に
く
ら
ぶ
る
也
。 

�

（『
古＊

今
著
聞
集
』

巻
十
九
、
六
七
一
「
松
樹
を
貞
木
と
称
す
る
事
並
び
に

菅
原
道
真
太
宰
府
に
し
て
我
が
宿
の
梅
を
詠
む
事
」

）

　

両
書
共
に
冒
頭
か
ら
「
松
（「
松
樹
」）
を
貞
木
と
い
ふ
こ
と
は
」
と

単
刀
直
入
な
物
言
い
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
鎌
倉
期
の
人
々
は

「
貞
木
」
が
松
の
別
称
で
あ
る
の
を
承
知
し
て
い
た
と
窺
知
さ
れ
る
。

同
時
代
後
期
の
永
仁
四
年

一
二

九
六

以
前
に
成
立
し
た
『
宴
曲
抄
』

中
・

松
竹

に

「
緑
松
は
貞
木
の
号
有
り
て
、
霜
の
後
に
露

あ
ら
は

る（
（1
（

」
と
言
い
、
安
土
桃
山
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時
代
の
慶
長
二
年

一
五

九
七

刊
易
林
本
『
節
用
集
』

天
・

草
木

に
「
貞テ

イ

木ボ
ク

松也

」（
（1
（

と
あ
る

こ
と
も
、
す
で
に
「
貞
木
」
が
松
の
異
名
で
定
着
し
て
い
た
こ
と
の
徴

証
に
な
ろ
う
。

　

な
お
、
如
上
の
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
な
ど
に
言
う
「
桃
花
一
旦
榮

物
、
松
葉
百
年
之
貞
木
也
。」
は
、「
桃
花
」
を
「
槿
花
」
に
詠
み
替
え

た
類
句
が
『
白
氏
文
集
』
巻
五

〇
二
〇
五
「
贈

王
山
人
」

に
「
松
樹
千
年
朽
、
槿
花
一

日
歇
。　
〈
松
樹
は
千
年
に
し
て
朽
ち
、
槿
花
は
一
日
に
し
て
歇
む
。〉」

と
あ
り
、
同
巻
十
五

〇
八
九
七
「
放
言

五
首
幷
序
」
其
五

に
も
「
松
樹
千
年
終
是
朽
、
槿
花
一
日

自
爲
榮
。　
〈
松
樹
千
年
な
る
も
終
に
是
れ
朽
ち
、
槿
花
一
日
な
る
も

自
ら
榮
を
爲
す
。〉」
と
見
ら
れ
る
。
後
者
の
巻
十
五
は
佳
句
で
知
ら

れ
、『
和
漢
朗
詠
集
』

巻
上
、
秋
、

二
九
一
番

、『
夫
木
和
歌
抄
』

巻
十
一
、
秋
部
二
、

槿
花
、
四
五
六
三

、『
源
平
盛

衰
記
』

智
巻
八
、

讃
岐
院
事

、『
謡
曲
』

宗貞

な
ど
に
受
容
さ
れ
た
。

五　
松
は
千
年
の
貞

　
『
海
道
記
』
の
貞
応
二
年

一
二

二
三

四
月
八
日
に
、
尾
張
国
二
村
山
の
山
越

え
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　

�

山
は
何
れ
も
山
な
れ
ど
も
、
優
興
は
こ
の
山
に
秀
で
、
松
は
何
れ

も
松
な
れ
ど
も
、
木
立
は
こ
の
松
に
作
れ
り
。（
中
略
）
松
性
松

性
、
汝
は
千
年
の
貞
あ
れ
ば
、
面
替
り
せ
じ
。

　

作
者
は
山
中
の
景
趣
に
富
む
見
事
な
松
を
「
千
年
の
貞
」
と
喩
え

た
。「
千
年
の
貞
」
は
、
前
章
の
『
十
訓
抄
』
な
ど
に
言
う
「
松
樹
は

千
年
の
貞
木
」
と
同
義
で
、
松
が
葉
の
緑
を
千
年
変
え
な
い
節
操
の
固

さ
を
讃
え
て
「
千
年
の
貞
」
と
表
現
し
た
。

六　
松
は
人
君
、
君
子
の
徳
を
彰
す

　

初
唐
の
『
芸
文
類
聚
』

巻
八
十
八
、

木
部
上
、
松

に
、
松
を
「
人
君
」
に
喩
え
た
『
夢

書
』
を
引
き
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　

�

夢
書
曰
、
松
爲
人
君
。
夢
見
松
者
、
見
人
君
也（

（1
（

。〈
夢
書
に
曰

く
、
松
を
人
君
と
爲
す
。
夢
に
松
を
見
る
と
は
、
人
君
を
見
る
な

り
。〉

　

年
中
緑
を
保
つ
節
操
あ
る
松
の
「
人
君
」
へ
の
擬
人
化
は
、『
荀
子
』

『
淮
南
子
』『
礼
記
』
な
ど
が
「
君
子
」
に
擬
え
、『
白
氏
文
集
』

巻
二
、
諷
諭
二
、
〇
一

一
七
「
和
松
樹
詩
」

に
次
の
如
く
「
君
子
の
心
」
と
言
い
放
っ
た
の
と
類
同
で

あ
る
。

　
　

�

亭
亭
山
上
松
、（
中
略
）
歳
暮
滿
山
雪
、
松
色
鬱
靑
蒼
。
彼
如
君

子
心
、
秉
操
貫
氷
霜
。〈
亭
亭
た
る
山
上
の
松
、（
中
略
）
歳
暮
れ

て
滿
山
に
雪
ふ
る
も
、
松
色
鬱
と
し
て
靑
蒼
。
彼
は
君
子
の
心
の

如
く
、
操
を
秉と

り
て
氷
霜
を
貫
く
。〉

　

わ
が
国
で
も
源
順
の
「
奉
レ

同
二

源
澄
才
子
河
原
院
賦
一

」
に
「
君

子
」
に
喩
え
た
長
編
の
賦
が
、
康
平
年
間

一
〇
五
八
～

一
〇
六
五

に
成
立
し
た
『
本＊

朝

文
粋
』

巻
一
、
賦
、

居
処

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

有
院
無
隣
、
自
隔
囂
塵
。
山
吐
嵐
之
漠
漠
、
水
含
石
之
磷
磷
。
丞

相
遺
幽
居
、
難
忘
前
主
。
法
王
垂
叡
覧
、
猶
感
後
人
。
其
始
也
、

軒
騎
聚
門
、
綺
羅
照
地
。
常
有
笙
歌
之
曲
、
間
以
弋
釣
爲
事
。
夜
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登
月
殿
、
蘭
路
之
淸
可
嘲
、
晴
望
仙
臺
、
蓬
瀛
之
遠
如
至
。
是
以

四
運
雖
轉
、
一
賞
無
忒
。
春
玩
梅
於
孟
陬
、
秋
折
藕
於
夷
則
。
九

夏
三
伏
之
暑
月
、
竹
含
錯
午
之
風
、
玄
冬
素 

雪
之
寒
朝
、
松
彰

君
子
之
德
。
曁
乎
有
苦
有
樂
一
是
一
非
、
彼
寛
平
之
相
府
、
爲
天

祿
之
禪
扉
。（
傍
線
稿
者
）

　
　
　

�

院
有
り
て
隣
無
く
、
自

お
の
づ
から

に
囂が

う

塵ぢ
ん

を
隔
つ
。
山
は
嵐
の
漠
漠
た

る
を
吐
き
、
水
は
石
の
磷り

ん

々り
ん

た
る
を
含
む
。
丞
相
幽
居
を
遺
せ

る
、
前
の
主
を
忘
れ
難
し
。
法
王
叡
覽
を
垂
れ
た
ま
ひ
、
猶
後

の
人
を
感
ぜ
し
む
。
其
の
始
め
に
、
軒
騎
門
に
聚つ

ど

ひ
、
綺き

羅ら

地つ
ち

を
照
ら
す
。
常
に
笙
歌
の
曲
有
り
て
、
間ま

じ

ふ
る
に
弋よ

く
て
う釣

を
以
ち

て
事
と
な
す
。
夜
に
月
殿
に
登
れ
ば
、
蘭
路
の
淸
き
こ
と
も
嘲

あ
ざ
け

る
べ
く
、
晴
に
仙
臺
を
望
め
ば
、
蓬ほ

う

瀛え
い

の
遠
き
こ
と
も
至
る
が

如
し
。
是
を
以
ち
て
四
運
轉め

ぐ

る
と
雖
も
、
一
賞
の
忒た

が

ふ
こ
と
も

無
し
。
春
は
梅
を
孟ま

う

陬す
う

に
玩
び
、
秋
は
藕は

ち
すを

夷い

則そ
く

に
折
る
。
九

夏
三
伏
の
暑
き
月
に
、
竹
錯さ

く

午ご

の
風
を
含
み
、
玄
冬
素
雪
の
寒

き
朝
に
、
松
君
子
の
德
を
彰
す
。
苦
有
り
樂
有
り
一あ

る
いは

是
一あ

る
いは

非
な
る
に
曁お

よ

び
て
は
、
彼
の
寛
平
の
相
府
も
、
天
祿
の
禪ぜ

ん

扉び

と

な
る
。

　

京
都
の
賀
茂
川
の
西
に
在
っ
た
嵯
峨
天
皇
皇
子
源
融
の
別
荘
河
原
院

で
、
院
の
松
樹
を
詠
ん
だ
賦
で
あ
る
。
傍
線
部
「
玄
冬
素
雪
の
寒
き
朝

に
、
松
君
子
の
德
を
彰
す
」
に
、
雪
が
降
る
冬
の
寒
い
朝
に
松
樹
が
常

緑
を
保
ち
続
け
る
さ
ま
を
、
節
操
が
固
く
高
潔
に
生
き
る
「
君
子
の

徳
」
に
擬
人
化
し
て
讃
え
た
の
で
あ
る
。
松
が
「
君
子
の
徳
」
に
昇
華

し
た
の
は
わ
が
国
で
従
来
見
な
か
っ
た
着
想
で
、
こ
の
佳
句
は
『
和
漢

朗
詠
集
』

巻
下
、
松
、

四
二
四

の
ほ
か
、
貞
応
二
年

一
二

二
三

成
立
の
『
海
道
記
』
四
月
五

日
鈴
鹿
山
越
え
の
紀
行
文
に
も
「
松
は
君
子
の
徳
を
た
れ
て
天
の
如
く

覆
へ
ど
も
」
と
し
て
受
容
さ
れ
る
。

七　
松
の
貞
節
と
臣
下
の
忠
節

　

松
は
「
人
君
」
や
「
君
子
の
徳
」
に
擬
人
化
さ
れ
た
が
、
松
の
貞
節

と
忠
臣
を
関
連
づ
け
る
賦
も
『
文
選
』

巻
十
、

紀
行

西
征
賦
の
句
中
に
、「
勁
松

彰
於
歳
寒
、
貞
臣
見
於
國
危
。　
〈
勁け

い

松し
ょ
うは

歳
の
寒
き
に
彰あ

ら
はれ

、
貞
臣

は
國
の
危
ふ
き
に
見あ

ら
はる

。〉」
と
あ
る
。
こ
の
句
は
西
晋
の
潘
岳

二
四
八
～

三
〇
〇
年

が
長
安
令
に
任
じ
て
か
つ
て
周
朝
の
都
だ
っ
た
地
に
赴
い
た
時
に
、
こ

の
地
で
紀
元
前
七
七
一
年
に
起
き
た
申
侯
の
乱
で
西
周
の
幽
王
が
烽
火

を
上
げ
て
援
軍
を
求
め
た
が
、
こ
れ
を
軍
兵
が
信
用
せ
ず
忠
勤
を
尽
さ

な
か
っ
た
の
で
西
周
が
滅
亡
し
た
こ
と
に
思
い
を
致
し
、
厳
冬
に
緑
色

不
変
な
松
の
貞
節
を
拠
り
所
に
し
て
、
臣
下
の
忠
節
も
国
家
存
亡
の
危

機
に
遭
っ
た
時
に
判
る
と
い
う
こ
と
を
句
に
し
た
も
の
。

　

右
の
句
は
わ
が
国
で
も
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
貞
永
二
年

一
二

三
三

以
前
成

立
の
漢
語
章
句
抄
録
『
明
文
抄
』

二

に
同
文
を
「
勁
松
彰
於
歳
寒
、
貞

臣
見
於
國
危（

（1
（

」
と
引
く
ほ
か
、『
十
訓
抄
』

中
、
第
六
「
忠
直
を
存
ず
べ
き

事
」
六
ノ
十
七
、
松
の
貞
節

が
、

　
　

�

そ
も
そ
も
、
松
を
貞
木
と
い
ふ
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
人
の
た
め

に
、
か
の
木
の
貞
心
あ
る
に
あ
ら
ず
。
雪
霜
の
は
げ
し
き
に
も
、

色
あ
ら
た
ま
ら
ず
、
い
つ
と
な
く
緑
な
れ
ば
、
こ
れ
を
貞
心
に
比
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ぶ
る
な
り
。「
勁
松
は
年
の
寒
き
に
あ
ら
は
れ
、
忠
臣
は
国
の
危

き
に
見
ゆ
」
と
潘
安
仁
が
「
西
征
の
賦
」
に
書
け
る
、
そ
の
こ
こ

ろ
な
り
。（
傍
線
稿
者
）

と
受
容
し
、
ほ
ぼ
同
話
を
『
古＊

今
著
聞
集
』

巻
十
九
、
六
七一「
松
樹
を
貞
木
と
称
す
る
事
並
び
に

菅
原
道
真
太
宰
府
に
し
て
我
が
宿
の
梅
を
詠
む
事
」

も
、

　
　

�

松
樹
を
貞
木
と
い
ふ
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
人
の
た
め
に
、
彼か

の

木
の

貞
心
あ
る
に
は
あ
ら
ず
。
霜
雪
の
は
げ
し
き
に
も
色
を
あ
ら
た
め

ず
、
い
つ
も
み
ど
り
な
れ
ば
、
こ
れ
を
貞
心
に
く
ら
ぶ
る
也
。

「
貞
松
は
年
の
さ
む
き
に
あ
ら
は
れ
、
忠
臣
は
国
の
あ
や
ふ
き
に
み

ゆ
」
と
、
潘
安
仁
が
西
征
賦
に
か
け
る
、
此
心
な
り
。（
傍
線
稿
者
）

と
摂
取
し
た
。
ま
た
、
鎌
倉
中
期
か
ら
南
北
朝
頃
ま
で
に
成
立
し
た

『
源
平
盛
衰
記
』

上
巻
、
邉
巻
第
六
、

幽
王
褒
娰
烽
火
事

は
、
如
上
の
申
侯
の
乱
で
西
周
が
滅
ん
だ

こ
と
を
引
例
し
て
、

　
　

�

實ま
こ
とに

君
の
爲
に
は
忠
勤
あ
り
、
父
の
爲
に
は
孝
道
を
存
す
、
臣
以て

不ず
ば

レ

爲た
ら

レ

臣
不
レ

可
レ

有る

、
子
以て
不ず

ば
レ

爲た
ら

レ

子
不
レ

可
レ

有る
と
宣の

た
まへ

る

文ぶ
ん

宣せ
ん

王わ
う

の
言
に
不ず
二

相
違せ
一

ぞ
あ
り
け
る
。
法
皇
聞し
召し
て
、
今
に

不ざ
る

レ

始め
事
と
云ひ
な
が
ら
、
怨あ

だ

を
ば
恩
を
以
て
被ら

れレ

報い
ぬ
、
返

か
へ
す
が
へ
す々

も
重
盛
が
心
の
中
こ
そ
は
づ
か
し
け
れ
。
勁け

い

松
彰

あ
ら
は
れ

二

於
歳の 

寒
さ
む
き
に

一

、
貞
臣
見ゆ二

於
國の
危に一

と
云
へ
り
、
恥
か
し
く
も
憑た

の
も

し
く
も

思お
ぼ
し

⻝め
す

臣
也（

（1
（

。（
傍
線
稿
者
）

と
記
し
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
に
主
従
関
係
を
伴
う
武
家
政
権
が
成
立
す

る
と
、
松
の
貞
節
の
固
さ
の
よ
う
に
、
臣
下
に
も
主
君
に
対
し
て
身
命

を
抛
っ
て
尽
す
絶
対
的
な
忠
義
の
心
が
殊
の
ほ
か
求
め
ら
れ
、
右
傍
線

部
の
警
句
が
語
り
継
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

八　
家
に
あ
り
た
き
松

　
『
白
氏
文
集
』

巻
十
五
、
〇
八

三
五
、
松
樹

に
「
白
金
換
得
靑
松
樹
、
君
既
先
栽
我
不

栽
。　
〈
白
金
も
て
換
へ
得
た
り
靑
松
樹
、
君
は
既
に
先
づ
栽
ゑ
た
れ

ば
我
は
栽
ゑ
ず
。〉」
の
詩
句
が
見
ら
れ
る
。
元
宗
簡
が
白
居
易
の
住
ま

い
の
西
隣
に
新
居
を
構
え
て
、
そ
の
庭
先
に
銀
貨
を
費
や
し
て
購
入
し

た
松
を
植
え
た
こ
と
か
ら
、
白
居
易
は
自
宅
の
庭
に
松
を
植
え
る
必
要

が
な
く
な
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。
古
代
の
中
国
で
松
は
高
額
で
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、
購
入
し
て
庭
先
に
植
栽
す
る
ほ
ど
の
尊
い
樹
木
で
あ
っ
た

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

わ
が
国
で
は
、
天
平
十
六
年

七
四

四

正
月
五
日
の
安
倍
虫
麻
呂
朝
臣
宅

の
宴
会
に
、
虫
麻
呂
宅
に
松
が
植
え
て
あ
っ
た
こ
と
が
『
万
葉
集
』

巻
六
、
雑
歌
、
一
〇

四
一
、
作
者
不
審

の
「
我
が
や
ど
の
君
松
の
木
に
降
る
雪
の
行
き
に
は 

行
か
じ
待
ち
に
し
待
た
む
」
か
ら
知
ら
れ
る
。
同
じ
く
『
万
葉
集
』

巻
十
一
、
古
今
相
聞
往
来

歌
類
之
上
、
二
四
八
四

「
君
来
ず
は
形
見
に
せ
む
と
我
が
二
人
植
ゑ
し
松
の
木

君
を
待
ち
出
で
む
」
は
、
芽
生
え
た
恋
の
成
就
を
期
し
て
、
松
を
形
見

と
し
て
女
の
家
に
男
女
で
植
樹
し
た
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

　

松
は
平
安
朝
の
貴
族
た
ち
に
も
愛
好
さ
れ
て
第
宅
に
植
栽
さ
れ
た
。

例
え
ば
、
あ
て
宮
が
い
る
寝
殿
の
前
栽
の
所
や
（『
宇
津
保
物
語
』

藤
原

の
君

）、
常
陸
宮
の
姫
君
末
摘
花
が
住
む
荒
れ
た
邸
宅
の
中
門
付
近
に
小

高
い
松
の
木
が
あ
っ
た
（『
源
氏
物
語
』

末
摘

花

、
同
書

蓬生

）。
ま
た
『
後
撰

集
』

巻
十
五
、
雑
一
、
一
一

〇
七
、
凡
河
内
躬
恒

で
は
、

　
　
　
　

�

淡
路
の
ま
つ
り
ご
と
人
の
任
果
て
て
上
り
ま
う
で
来
て
の
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頃
、
兼
輔
朝
臣
の
粟
田
の
家
に
て

　
　

�
引
き
て
植
ゑ
し
人
は
む
べ
こ
そ
老
に
け
れ
松
の
こ
だ
か
く
成
に
け

る
哉（

（1
（

と
躬
恒
が
か
つ
て
藤
原
兼
輔
粟
田
邸
に
植
え
た
小
松
が
高
木
に
成
長
し

た
こ
と
に
感
慨
を
漏
ら
し
て
い
る
。

　

邸
宅
に
植
え
る
松
の
多
く
は
、
正
月
初
子
の
日
に
長
寿
を
願
っ
て
他

所
で
根
曳
き
に
し
た
小
松
が
移
植
さ
れ
た
。
宮
内
卿
兼
覧
が
右
大
将
仲

忠
京
極
邸
の
庭
を
朱
雀
院
に
案
内
し
た
時
の
『
宇
津
保
物
語
』

楼
の

上
下

に
、

　
　

�

宮
内
卿
、
年
七
十
な
る
「
あ
は
れ
、
む
か
し
を
思
ひ
出
で
は
べ
れ

ば
、
あ
の
岩
の
も
と
の
松
の
木
は
、
か
の
山
に
侍
り
し
を
、
子
の

日
に
お
は
し
ま
し
て
、
引
き
植
ゑ
は
べ
り
し
ぞ
か
し
」
と
奏
し
た

ま
ふ
。
七
、
八
樹
ば
か
り
し
て
、
上
に
平
み
た
る
松
を
見
や
り

て
、
宮
内
卿
兼
覧
、

　
　
　
　

�

引
き
植
ゑ
し
子
の
日
の
松
も
老
い
に
け
り
千
世
の
末
に
も
あ

ひ
見
つ
る
か
な

と
あ
る
高
木
の
松
樹
は
、
か
つ
て
嵯
峨
の
院
が
正
月
子
の
日
に
築
山
で

根
曳
き
に
し
た
小
松
を
、
岩
の
下
に
植
え
替
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
正
月
子
の
日
の
小
松
を
邸
第
に
移
植
す
る
さ
ま
は
、
屏
風
歌
の

画
題
に
好
ま
れ
た
。
例
え
ば
、
延
長
七
年

九
二

九

に
中
納
言
保
忠
四
十
賀

を
弟
の
左
兵
衛
佐
敦
忠
が
催
し
た
屏
風
歌
に
は
、「
子
日
松
い
へ
に
う

ゑ
た
る
と
こ
ろ（

（1
（

」（『
伊
勢
Ⅰ
』
一
八
四
詞
書
）
の
景
が
詠
ま
れ
た
。

　

左
大
臣
藤
原
道
長
の
土
御
門
第
に
は
南
池
の
北
の
ほ
と
り
に
松
樹
が

あ
っ
た
。『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年

一
〇

〇
八

十
月
十
六
日
条
に
、
一
条
天

皇
が
行
幸
し
て
船
楽
が
催
さ
れ
、
楽
船
が
池
の
南
山
の
間
か
ら
出
て
御

前
を
数
廻
し
た
の
を
、「
池
北
頭
松
樹
下
留
船
、
奏
楽
各
二
曲（

（1
（

。〈
池
の

北
の
頭
の
松
樹
の
下
に
船
を
留
め
、
楽
各
二
曲
を
奏
す
。〉」
と
記
し
て

い
る
。
楽
船
を
松
樹
の
下
に
停
船
さ
せ
た
の
は
道
長
の
趣
向
と
推
知
さ

れ
る
が
、
千
歳
の
松
を
背
景
に
し
て
楽
曲
で
幾
久
し
い
慶
び
を
予
祝
し

た
の
で
あ
る
。

　

鎌
倉
時
代
末
期
、
元
弘
元
年

一
三

三
一

頃
成
立
の
『
徒
然
草
』
第
一
三
九

段
に
は
、「
家
に
あ
り
た
き
木
は
、
松
・
桜
。
松
は
五
葉
も
よ
し
。」
と

言
い
、
家
に
植
え
て
お
き
た
い
木
の
筆
頭
に
「
松
」
を
挙
げ
る
ほ
ど
尊

ば
れ
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の
貞
享
五
年

一
六

八
八

刊
『
日
本
永
代
蔵
』

巻
一
、
二
代
目

に
破
る
扇
の
風

で
は
、「
人
の
家
に
あ
り
た
き
は
梅
・
桜
・
松
・
楓
、
そ
れ
よ

り
は
金
銀
米べ

い

銭せ
ん

ぞ
か
し
」
と
言
い
、
町
人
に
は
上
記
『
徒
然
草
』
の
主

張
を
覆
し
て
、
実
利
的
な
も
の
に
生
き
が
い
を
求
め
る
生
活
指
向
が
垣

間
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

九　
五
葉
松

　

邸
宅
の
松
に
は
五
葉
松
が
好
ま
れ
た
。
紀
伊
国
藤
井
の
宮
の
広
大
な

池
の
上
に
建
つ
檜
皮
葺
の
御
殿
三
棟
の
周
囲
は
、
五
葉
松
で
囲
ま
れ
て

い
た
（『
宇
津
保
物
語
』

吹
上

上

）。
仲
忠
京
極
邸
に
は
築
山
の
高
所
か
ら

落
ち
る
滝
の
下
に
趣
の
あ
る
五
葉
の
小
松
が
あ
っ
た
（『
宇
津
保
物
語
』

楼
の

上
下

）。
紫
の
上
が
住
む
六
条
院
の
東
南
町
に
も
五
葉
松
を
植
え
て
い
た

（『
源
氏
物
語
』

少女

）。
五
葉
松
は
屏
風
歌
の
画
題
に
も
な
っ
た
。『
元
輔
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Ⅰ
』
二
五
七
番
の
月
次
屏
風
歌
「
ち
と
せ
ふ
る
ま
つ
と
い
ふ
と
も
う
ゑ

て
み
る
ひ
と
に
か
す
ゑ
て
し
る
へ
か
り
け
る（

（1
（

」
の
詞
書
に
「
正
月
、
こ

え
ふ
あ
る
と
こ
ろ
」
と
あ
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

前
章
に
引
い
た
『
徒
然
草
』
第
一
三
九
段
に
「
家
に
あ
り
た
き
木

は
、
松
・
桜
。
松
は
五
葉
も
よ
し
。」
と
あ
る
如
く
「
五
葉
松
」
は
、

家
に
植
え
た
い
樹
木
の
中
で
も
そ
の
名
が
特
記
さ
れ
る
別
格
な
樹
木
で

あ
っ
た
。
ま
た
五
葉
松
は
、『
枕
草
子
』
第
三
八
段
に
「
木
の
花
な
ら

ぬ
は
、
楓
、
桂
、
五
葉
」
と
言
う
如
く
、
葉
を
愛
で
る
樹
木
で
あ
っ

た
。『
宇
津
保
物
語
』

嵯
峨

の
院

に
「
長
月
に
な
り
ぬ
。
風
涼
し
く
な
り
、
虫

の
声
、
御
前
の
草
木
も
整
ひ
て
、
木
の
葉
は
色
づ
き
、
草
む
ら
の
花
咲

き
、
五
葉
の
松
は
の
ど
け
き
色
を
ま
し
、
色
々
の
紅
葉
、
薄
き
濃
き
、

村
濃
に
交
じ
り
、
月
お
も
し
ろ
き
夕
暮
れ
に
」
と
あ
る
晩
秋
九
月
の
左

大
将
源
正
頼
三
条
邸
庭
前
の
五
葉
松
も
、
緑
松
が
一
段
と
色
を
深
め
た

と
こ
ろ
へ
の
着
眼
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』

竹河

の
「
か
の
御
方
の
御
前

近
く
見
や
ら
る
る
五
葉
に
藤
の
い
と
お
も
し
ろ
く
咲
き
か
か
り
た
る

を
、
水
の
ほ
と
り
の
石
に
苔
を
蓆
に
て
な
が
め
ゐ
た
ま
へ
り
」
も
、
冷

泉
院
に
嫁
い
だ
大
君
へ
の
未
練
を
引
き
ず
る
薫
が
、
大
君
の
居
所
近
く

の
松
を
見
や
り
、
そ
れ
が
「
五
葉
」
で
あ
る
の
を
認
識
し
た
一
齣
で
あ

る
。

　

右
の
よ
う
に
「
五
葉
松
」
を
愛
好
し
た
の
は
、
長
寿
や
繁
栄
を
象
徴

す
る
松
の
中
で
も
、
枝
の
鱗
片
葉
か
ら
出
る
短
枝
の
頂
部
に
文
字
通
り

「
五
葉
」
の
針
葉
を
束
生
す
る
こ
と
か
ら
、
多
幸
を
印
象
づ
け
る
縁
起

の
良
い
樹
木
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
故
に
『
宇
津
保
物
語
』

蔵
開

上

で
朱
雀
帝
女
一
宮
の
女
児
宮
誕
生
九
夜
産
養
に
、
女
一
宮
の
母
仁

寿
殿
女
御
が
祝
儀
の
品
々
を
「
五
葉
」
に
付
け
て
朱
雀
帝
に
進
上
し
た

の
も
、
女
児
宮
の
行
く
末
を
縁
起
の
良
い
「
五
葉
松
」
に
あ
や
か
る
儀

礼
で
あ
る
。
ま
た
『
落
窪
物
語
』

巻
之

三

の
「
青
き
瑠
璃
の
壺
に
、
黄
金

の
橘
入
れ
て
、
青
き
袋
に
入
れ
て
五
葉
の
枝
に
つ
け
た
り
」
も
落
窪
の

女
君
の
父
中
納
言
の
七
十
賀
法
華
八
講
五
巻
日
に
、
欠
席
す
る
右
大
臣

が
仏
前
に
捧
げ
る
品
に
「
五
葉
」
の
折
枝
を
結
び
付
け
た
の
も
、「
五

葉
松
」
に
因
む
長
命
や
多
幸
へ
の
祝
意
的
配
慮
か
ら
で
あ
っ
た
。

一
〇　
池
辺
や
泉
と
松

　

貴
族
の
第
宅
の
池
辺
や
泉
に
は
、
松
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
樹
木
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
池
辺
や
泉
近
く
の
松
は
、
と
り
わ
け
和
歌
に
多
く

詠
ま
れ
た
。
次
の
歌
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
　
　
　

�

右
大
臣
、
家
造
り
改
め
て
渡
り
は
じ
め
け
る
頃
、
文
作
り
、

歌
な
ど
人
〳
〵
に
詠
ま
せ
侍
け
る
に
、
水
樹
多
二

佳
趣
一

と

い
ふ
題
を

　
　

�

す
み
そ
む
る
末
の
心
の
見
ゆ
る
哉
汀
の
松
の
影
を
映
せ
ば（

（2
（

�

（『
拾
遺
集
』

巻
十
八
雑
賀
、
一
一

七
五
、
藤
原
公
任

）

　

長
保
元
年

九
九

九

五
月
七
日
、
左
大
臣
藤
原
道
長
第
作
文
会
に
右
衛
門

督
藤
原
公
任
が
「
水
樹
多
佳
趣
」
の
同
題
で
詩
を
詠
ん
で
い
る
の
で

（『
御
堂
関
白
記
』、『
本
朝
麗
藻
』

巻
上
、

夏

）、
右
の
詞
書
「
右
大
臣
」
が

「
左
大
臣
」
の
誤
記
な
ら
ば
、
こ
の
作
文
会
に
因
ん
だ
歌
に
な
ろ
う
。
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�

（『
拾
遺
集
』

巻
五
賀
、
二
九

一
、
紀
貫
之

）

　
　
　
　

賀
屏
風
、
人
の
家
に
、
松
の
も
と
よ
り
泉
出
で
た
り

　
　

�

松
の
根
に
出
づ
る
泉
の
水
な
れ
ば
同
じ
き
物
を
絶
え
じ
と
ぞ
思 

�

（『
拾
遺
集
』

巻
十
八
雑
賀
、
一

一
六
四
、
紀
貫
之

）

　
『
拾
遺
集
』
二
九
一
歌
は
、
西
本
願
寺
本
『
貫
之
集
』
二
六
五
詞
書

に
よ
れ
ば
、
延
喜
十
八
年

九
一

八

に
醍
醐
天
皇
の
承
香
殿
女
御
源
和
子
を

寿
い
だ
屏
風
歌
。
画
題
に
「
川
の
ほ
と
り
の
松（

（2
（

」（
正
保
版
本
『
貫
之

Ⅰ
』
一
一
八
詞
書
）、「
河
辺
の
青
柳
松（

（2
（

」（
西
本
願
寺
本
『
貫
之
集
』

二
七
〇
詞
書
）
と
あ
り
、
川
辺
の
松
が
絶
え
間
な
く
湧
き
出
る
泉
に
緑

色
を
映
す
こ
と
の
め
で
た
さ
に
あ
や
か
っ
て
女
御
の
長
寿
を
予
祝
し

た
。『
拾
遺
集
』
一
一
六
四
歌
は
、
同
一
歌
の
西
本
願
寺
本
『
貫
之
集
』

三
二
五
詞
書
に
よ
る
と
、
延
長
四
年

九
二

六

八
月
二
十
四
日
権
中
納
言
藤

原
恒
佐
室
が
、
父
の
大
納
言
藤
原
清
貫
六
十
賀
を
催
し
た
屏
風
歌
で
、

松
の
根
元
か
ら
無
尽
に
湧
く
泉
も
常
緑
不
変
の
緑
で
あ
る
こ
と
に
寄
せ

て
清
貫
の
長
寿
繁
栄
を
祝
っ
た
。

一
一　
門
松
に
つ
い
て

　

長
命
で
常
緑
の
松
は
、
神
格
化
さ
れ
神
霊
が
宿
る
と
考
え
ら
れ
た
。

中
国
最
古
の
王
朝
夏

前
二
一
〇
〇
年
頃
～

前
一
六
〇
〇
年
頃

で
は
、
社
の
神
木
が
松
だ
っ
た
。
社

は
、
土
地
の
神
を
祀
る
所
で
、
依
代
の
神
木
を
植
え
て
来
臨
す
る
神
霊

を
迎
え
た
。
孔
子
門
弟
の
宰
我
は
、
夏
の
社
木
が
松
で
あ
る
こ
と
を

『
論
語
』

八
佾

第
三

で
語
っ
て
い
る
。

詠
歌
の
年
時
は
さ
て
お
き
、
澄
ん
だ
池
水
に
汀
の
松
が
緑
の
影
を
映
す

こ
と
に
着
目
し
て
、
家
屋
を
改
築
し
た
家
主
の
末
長
い
繁
栄
を
寿
い
だ

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
池
の
水
面
や
水
底
に
映
る
松
の
緑
色
や
姿

は
、
家
主
の
長
寿
や
繁
栄
を
象
徴
す
る
と
見
ら
れ
て
い
た
の
で
、
第
宅

の
池
辺
に
松
を
好
ん
で
植
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
池
辺
の
松
は
、

　
　
　
　

河
原
院
歌
合
に
松
臨
池
と
い
へ
る
事
を

　
　

�

た
れ
に
か
と
池
の
心
も
思
ふ
ら
ん
底
に
宿
れ
る
松
の
ち
と
せ
を（

（2
（

�

（
三
奏
本
『
金
葉
集
』

第
五
賀
、
三
一

四
、
恵
慶
法
師

）

　
　
　
　

�

鳥
羽
殿
に
は
じ
め
て
わ
た
ら
せ
給
う
て
、
池
辺
松
と
い
ふ
こ

と
を
講
ぜ
ら
れ
し
と
き
、
序
た
て
ま
つ
り
て

　
　

�

い
は
ひ
お
く
は
じ
め
と
け
ふ
を
松
が
え
の
ち
と
せ
の
か
げ
に
す
め

る
池
水�

（『
続
後
撰
集
』

巻
二
十
賀
歌
、
一
三

三
三
、
前
太
政
大
臣

）

　
　

�

い
ろ
か
へ
ぬ
と
き
は
の
松
の
か
げ
そ
へ
て
千
世
に
八
千
世
に
す
め

る
い
け
み
づ�

（『
続
後
撰
集
』

巻
二
十
賀
歌
、
一
三

三
五
、
大
納
言
典
侍

）

な
ど
賀
歌
に
頗
る
多
く
見
ら
れ
る
。
右
の
『
金
葉
集
』
三
一
四
歌
も
そ

の
一
例
で
、
応
和
二
年

九
六

二

九
月
五
日
庚
申
の
夜
に
催
し
た
歌
合
で
の

詠
で
、
河
原
院
に
は
安
法
法
師
が
住
ん
で
い
た
。
池
辺
の
緑
松
が
水
底

に
影
を
宿
す
の
を
拠
り
所
に
し
て
、
院
主
安
法
法
師
の
長
命
を
寿
い
だ

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
松
と
泉
を
配
合
し
て
賀
意
を
表
わ
す
画
題
の
屏
風
歌
も
枚
挙

に
遑
が
な
い
。

　
　
　
　

延
喜
御
時
、
御
屏
風
に

　
　

�

松
を
の
み
と
き
は
と
思
に
世
と
共
に
流
す
泉
も
緑
な
り
け
り 

九
六
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な
ど
に
順
次
見
出
さ
れ
る
。

　
　

�

門
松
を
い
と
な
み
た
つ
る
そ
の
ほ
ど
に
春
明
が
た
に
夜
や
成
り
ぬ

ら
む
（『
堀
河
百
首
』）

　
　

�

う
ら
み
む
も
い
つ
し
か
な
れ
ば
明
日
よ
り
は
い
は
で
や
か
ど
の
松

と
み
え
ま
し
（『
太
皇
太
后
宮
小
侍
従
集
』）

　
　

�

新
年
春
来
れ
ば
門
に
松
こ
そ
立
て
り
け
れ
松
は
祝
ひ
の
も
の
な
れ

ば
君
が
命
ぞ
長
か
ら
ん
（『
梁
塵
秘
抄
』）

　
　

�

と
し
く
れ
て
冬
ふ
か
け
れ
ば
雪
も
ふ
か
し
し
づ
が
門
松
き
り
や
わ

ぶ
ら
む
（『
拾
玉
集
』）

　
　

�

あ
す
を
ま
つ
し
づ
が
か
ど
ま
つ
さ
き
た
て
て
け
ふ
よ
り
春
の
色
を

み
る
か
な
（『
千
五
百
番
歌
合
』）

　
　

�

け
さ
は
み
な
し
づ
が
門
ま
つ
た
て
な
め
て
い
は
ふ
こ
と
ぐ
さ
い
や

め
づ
ら
な
り
（『
新
撰
和
歌
六
帖
』）

　

右
『
拾
玉
集
』『
千
五
百
番
歌
合
』『
新
撰
和
歌
六
帖
』
の
「
し
づ
が

門
松
」、
そ
し
て
次
に
挙
げ
る
『
新
勅
撰
集
』

巻
七
、
賀
歌
、
四
六

六
、
前
関
白
藤
原
道
家

の
寛
喜
元

年
一
二

二
九

十
一
月
十
六
日
に
関
白
藤
原
道
家
長
女
竴
子
（
の
ち
の
藻
璧
門

院
）
が
後
堀
河
天
皇
女
御
と
し
て
入
内
し
た
時
（『
帝
王
編
年
記
』）
の

屏
風
歌
第
四
句
「
民
の
戸
」
や
、
文
保
二
年

一
三

一
八

の
『
文
保
百
首
』

詠
百
首
和
歌
、
冬
十
五
首
、

三
〇
六
六
、
法
印
定
爲
上

第
二
句
「
民
の
門
松
」
な
ど
に
よ
り
、
鎌
倉
時
代
に
至

る
と
庶
民
の
間
に
も
門
松
を
立
る
習
俗
が
広
く
普
及
し
た
こ
と
が
看
取

さ
れ
る
。

　
　

�

は
つ
は
る
の
花
の
み
や
こ
に
松
を
う
ゑ
て
民
の
戸
と
め
る
ち
よ
ぞ

し
ら
る
る
（『
新
勅
撰
集
』）

　
　

�
哀
公
問
社
於
宰
我
。
宰
我
對
曰
、
夏
后
氏
以
松
、
殷
人
以
柏
、
周

人
以
栗
。〈
哀
公
社
を
宰
我
に
問
ふ
。
宰
我
對
へ
て
曰
く
、
夏
后

氏
は
松
を
以
て
し
、
殷
人
は
柏
を
以
て
し
、
周
人
は
栗
を
以
て

す
。〉

　

夏
王
朝
が
社
の
神
木
に
松
を
植
え
て
信
仰
し
た
こ
と
か
ら
、
神
の
来

臨
が
松
を
依
代
に
す
る
着
想
は
、
日
本
で
新
年
正
月
に
開
運
招
福
を
掌

る
歳
徳
神
が
、
清
浄
な
家
の
目
印
で
あ
る
門
松
に
降
臨
す
る
と
言
わ
れ

る
俗
信
に
相
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
本
朝
無
題
詩
』

巻
五
、
雑
部
、
三
六
一
「
長
齋

之
間
以
詩
代
書
呈
江
才
子
」

に
入
集
す
る
惟
宗
孝
言

一
〇
三
四
～

一
〇
九
六
年

の

七
言
詩
に
、

　
　

�

正
月
春
中
閉
四
墉
。（
中
略
）
鎻
門
賢
木
換
貞
松（

（2
（

。
近
來
世
俗
皆
以
松
挿
門
戸
。

而
余
以
賢
木
換
之
。
故
云
。

〈
正
月
春
の
中う

ち

四し

墉よ
う

を
閉
ぢ
た
り
。（
中
略
）
門
を
鎻と

ぢ
て
賢
木
も

て
貞
松
に
換
へ
た
り
。

近
來
の
世
俗
皆
松
を
以
て
門
戸
に
挿
む
。
而
る
を

余
賢
木
を
以
て
之
に
換
ふ
。
故
に
云
ふ
な
り
、

〉

と
あ
る
句
の
自
注
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
中
期
の
門
松
は
、
門
を
閉
じ

て
松
の
枝
を
門
戸
に
挿

さ
し
は
さむ

の
が
近
来
の
風
習
と
あ
る
が
、
孝
言
宅
で
は

賢
木
を
用
い
た
と
言
う
。

　
「
門
松
」
の
語
の
初
見
は
、
左
掲
の
平
安
末
期
長
治
二
年

一
一

〇
五

頃
の

『
堀
河
百
首
』

冬
十
五
首
、
除
夜
、
一

一
〇
九
、
藤
原
顕
季

の
歌
で
あ
る
。
そ
の
後
、
太
皇
太
后
宮
藤

原
多
子

一
一
四
〇
～

一
二
〇
二
年

に
仕
え
晩
年
に
後
鳥
羽
院

一
一
八
〇
～

一
二
三
九
年

の
歌
壇
に
も
連
な
っ

た
歌
人
の
『
太
皇
太
后
宮
小
侍
従
集
』

恋
、
一

一
七

、
嘉
応
元
年

一
一

六
九

頃
の
後
白

河
法
皇
撰
の
歌
謡
集
『
梁
塵
秘
抄
』

巻
一
、
今
様
二
六

五
首
、
春
・
一
二

、
慈
円

一
一
五
五
～

一
二
二
五

の
家
集

『
拾
玉
集
』

第
三
、
百
首
四
季
、

冬
、
二
六
八
六

、
建
仁
二
年

一
二

〇
二

の
後
鳥
羽
上
皇
の
『
千
五
百
番

歌
合
』

冬
二
、
千
四
十
七
番
左
、

二
〇
九
二
、
藤
原
保
季

、
寛
元
二
年

一
二

四
四

の
『
新
撰
和
歌
六
帖
』

第
一
帖
、
つ
い
た
ち
の

日
、
一四
、
藤
原
信
実
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社
、
平
成
９
年
。

（
３
）　�『
類
聚
句
題
抄
』（『
続
群
書
類
従
』
第
十
二
輯
上
、
続
群
書
類
従
完
成

会
、
昭
和
32
年
）。
欠
字
の
「
伴
」
は
、『
日
本
詩
紀
』
巻
之
二
十
六

収
載
の
同
詩
で
稿
者
が
補
う
。

（
４
）　�

孫
楚
の
貞
節
の
高
さ
を
具
体
的
に
示
す
典
拠
は
見
出
せ
な
い
。
西
晋

の
孫
楚
は
『
晋
書
』
巻
五
六
・
列
伝
第
二
六
・
孫
楚
に
、「
楚
少
時

欲
二

隠
居
一

、
謂
レ

済
曰
、
当
レ

云
レ

欲
二

枕
レ

石
漱
一レ

流
、
誤
云
二

漱
レ

石
枕
一レ

流
。
済
曰
、
流
非
レ

可
レ

枕
、
石
非
レ

可
レ

漱
。
楚
曰
、
所
二

以
枕
一レ

流
、

欲
レ

洗
二

其
耳
一

。
所
二

以
漱
一レ

石
、
欲
レ

厲
二

其
歯
一

。」
と
あ
る
負
け
惜
し

み
の
故
事
で
知
ら
れ
る
人
。
詭
弁
を
弄
し
て
己
の
誤
り
を
も
正
し
い

と
言
い
通
し
た
「
漱
石
枕
流
」
の
故
事
に
因
ん
で
、
孫
楚
の
信
念
を

曲
げ
な
い
そ
の
堅
さ
を
貞
節
の
人
に
喩
え
た
と
見
ら
れ
な
く
も
な
い

が
、『
懐
風
藻
』
一
二
の
尾
聯
に
「
隠
居
」
と
あ
る
ほ
か
、
上
記
『
晋

書
』
に
「
初
め
楚
少
き
時
、
隠
居
せ
ん
と
欲
し
」
と
言
う
の
で
、
本

稿
で
は
、
孫
楚
が
若
年
の
時
か
ら
世
俗
を
離
れ
て
隠
居
を
強
く
望
み

続
け
、
冠
な
ら
ぬ
笠
を
被
っ
て
隠
居
の
身
の
軽
さ
に
満
足
し
た
姿
勢

を
、
孤
松
の
如
き
貞
節
の
高
さ
に
擬
え
て
「
孫
楚
高
貞
節
」
と
詠
じ

た
と
解
し
て
お
き
た
い
。

（
５
）　�

石
川
核
『
源
平
盛
衰
記　

下
』
有
朋
堂
文
庫
、
有
朋
堂
書
店
、
昭
和

２
年
。

（
６
）　

沈
約
撰
『
宋
書
』
第
七
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
。

（
７
）　�

范
曄
撰
『
後
漢
書
』
第
三
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
。

（
８
）　�『
聖
徳
太
子
伝
暦
』（『
続
群
書
類
従
』
第
八
輯
上
、
続
群
書
類
従
完
成

会
、
昭
和
50
年
）。

（
９
）　�『
扶
桑
略
記　

帝
王
編
年
記
』
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、

昭
和
17
年
。

　
　

�
い
は
ふ
べ
き
民
の
門
松
に
な
ひ
も
て
い
そ
ぐ
に
み
ゆ
る
年
の
く
れ

か
な
（『
文
保
百
首
』）

　

こ
う
し
て
都
で
は
貴
賤
を
問
わ
ず
縁
起
物
の
門
松
を
戸
毎
に
立
て
て

新
年
を
晴
や
か
な
気
持
で
迎
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
さ
ま
は

次
の
事
例
か
ら
も
窺
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　

�

大
路
の
さ
ま
、
松
立
て
わ
た
し
て
は
な
や
か
に
う
れ
し
げ
な
る
こ

そ
、
ま
た
あ
は
れ
な
れ
（『
徒
然
草
』

第
十

九
段

）

　
　

�

帰
り
来
る
都
の
人
の
家
〳
〵
に
年
を
迎
へ
て
松
立
て
る
門（

（2
（

�

（『
竹
林
抄
』

巻
一
、
春
連
歌
、

三
、
権
大
僧
都
心
敬

）

　

室
町
時
代
に
至
る
と
一
条
兼
良

一
四
〇
二
～

一
四
八
一
年

の
『
世
諺
問
答
』

正
月

条

に
、

「
門
の
松
た
つ
る
事
は
、
む
か
し
よ
り
あ
り
き
た
れ
る
事
な
る
べ
し
。

（
中
略
）
そ
の
門
の
前
に
松
竹
を
立
侍
り
。
松
は
千
と
せ
を
ち
ぎ
り
、

竹
は
よ
ろ
づ
代
を
ち
ぎ
る
草
木
な
れ
ば
、
と
し
の
は
じ
め
の
祝
事
に
た

て
侍
る
べ
し（

（2
（

。」
と
あ
り
、
室
町
後
期
に
は
松
に
竹
を
組
合
わ
せ
た
門

松
が
主
流
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

付
記　

拙
稿
「
古
代
中
国
に
お
け
る
松（

（2
（

」
も
参
照
願
え
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

注（
１
）　�『
秘
蔵
抄
』（『
続
群
書
類
従
』
第
十
六
輯
下
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、

昭
和
48
年
）。

（
２
）　�

木
村
正
中
『
土
佐
日
記	

貫
之
集
』
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
新
潮
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（
26
）　�『
世
諺
問
答
』（『
群
書
類
従
』
第
二
十
八
輯
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、

平
成
５
年
）。

（
27
）　�

拙
稿
「
古
代
中
国
に
お
け
る
松
」（『
東
洋
研
究
』
第
二
三
四
号
、
大

東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
令
和
６
年
12
月
）。

（
10
）　�

正
宗
敦
夫
『
体
源
鈔　

三
』
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
昭
和
８
年
。

（
11
）　�『
宴
曲
抄
』（『
続
群
書
類
従
』
第
十
九
輯
下
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、

昭
和
49
年
）。

（
12
）　�

正
宗
敦
夫
『
節
用
集　

易
林
本
』
日
本
古
典
全
集
、
日
本
古
典
全
集

刊
行
会
、
昭
和
４
年
。

（
13
）　�『
芸
文
類
聚
（
巻
八
十
八
）
訓
読
付
索
引
』
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究

所
、
平
成
27
年
。

（
14
）　�『
明
文
抄
』（『
続
群
書
類
従
』
第
三
十
輯
下
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、

昭
和
51
年
）。

（
15
）　�

石
川
核
『
源
平
盛
衰
記　

上
』
有
朋
堂
文
庫
、
有
朋
堂
書
店
、
昭
和

２
年
。

（
16
）　�

片
桐
洋
一
『
後
撰
和
歌
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、

平
成
２
年
。

（
17
）　�『
私
家
集
大
成
』
中
古
Ⅰ
、
明
治
書
院
、
昭
和
48
年
。

（
18
）　�『
御
堂
関
白
記　

上
』
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
昭
和
52
年
。

（
19
）　�『
私
家
集
大
成
』
中
古
Ⅰ
、
明
治
書
院
、
昭
和
48
年
。

（
20
）　�

小
町
谷
照
彦
『
拾
遺
和
歌
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書

店
、
平
成
２
年
。
以
下
、『
拾
遺
集
』
は
同
書
に
よ
る
。

（
21
）　�

川
村
晃
生
・
柏
木
由
夫
・
工
藤
重
矩
『
金
葉
和
歌
集　

詞
花
和
歌
集
』

新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
平
成
１
年
。

（
22
）　�『
私
家
集
大
成
』
中
古
Ⅰ
、
明
治
書
院
、
昭
和
48
年
。

（
23
）　�

久
曾
神
昇
『
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
精
成
』
風
間
書
房
、
昭
和
41
年
。

（
24
）　�『
本
朝
無
題
詩
』（『
群
書
類
従
』
第
九
輯
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭

和
46
年
）。

（
25
）　�

島
津
忠
夫
・
乾
安
代
・
鶴
崎
裕
雄
・
寺
島
樵
一
・
光
田
和
伸
『
竹
林

抄
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
平
成
３
年
。


